




〔目的〕川崎病罹患学童は,全学童の 0.19%程あり,学校保健上,大きな問題になっている。

また,これら川崎病罹患学童の多くは,急性期の臨床症状,検査所見も明らかでないものが

多い。そこで,本研究は,これらの急性期の病歴の明らかでない川崎病罹患学童の心臓障害

をどのように発見し,どのように管理するのが良いのかということを目的とした。 


